
 

                                                  
94 

関西元気な地域づくり発表会 【都市再生】③                   平成１７年１２月１６日（金） 

 

   黒壁“長浜”～多様な主体がまちを変える～ 
                               ＮＰＯ法人 まちづくり役場 理事長 山崎 弘子 

 

 １．地域づくりの方針・目的 

 昭和４０年～５０年代の高度成長期、車社会と大型店進出問題等で長浜においても中心市街地が

衰退した。都市の独自性や魅力づくりを考えるなかで、市と民間がまちづくりの理念を共有してい

くための哲学といってもよい「博物館都市構想」が昭和57 年に策定された。「伝統を現代に生かし

て美しく住む」。この構想により長浜のまちづくりが胎動するきっかけとなり、長浜城の再興、黒壁

の保存運動へとつながっていく。 

 

 

 ２．取り組み内容 

 長浜は秀吉が開いたまち。秀吉の城長浜城は、徳川の時代に取り潰されて彦根に移された。城の

再建は市民の夢。 

 総事業費 10 億円のうち総額 4 億 3000 万円を市民が寄付し昭和 58 年に完成した。さらに 5

年後、まちなかにあった明治時代の銀行「国立百三十銀行」を保存。第3 セクター株式会社「黒壁」

が設立された。ガラスを始めたことにより外から人が訪れ商店街に活気が戻ってきた。 

 

 

 ３．苦労点・達成度等 

 保存だけなら行政でできる。活用するための知恵やアイデアを民間に期待して長浜市は黒壁の運

営をすべて民間人に任せた。しかし「ここで何を始めればいいの？」、出資者 8 人は悩んだ。江戸

から明治にかけて文明開化を先取りする勢いのあるまちの衰退原因は郊外化。大型店と同じことを

していても勝てない。そこで、黒壁のコンセプトが生まれた。「歴史性・文化芸術性・国際性」、偶

然に決まった「ガラス」だが、長浜にとっては救世主的、斬新で博物館構想の理念と合致していた。 

 

 

 ４．効果・反響等 

 「長浜の第3 セクター会社がまちおこしにガラスを始めた！」 ＮＨＫをはじめ雑誌、新聞、そ

の他のマスコミ効果がやがて 200 万人を超える人を呼び、地方都市のイメージを高めた。問題の

共有化、官民の連携、経済効果ははかりしれない。 

 

 

 ５．今後の課題 

 商店街が観光地になっても市民の足は遠のいたまま。しかし、もし黒壁が解体されていたら両者

ともに訪れてはいない、全国どこのまちも抱えている問題で悩んでいただろう。地方都市再生のモ

デルとなった長浜の今後の課題は「持続する」「不易を守る」「通過型から宿泊型へ」、交流人口を増

やしさらに魅力的な都市を目指したい。 
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滋賀県長浜市

中心市街地の成立

・秀吉の造った城下町

・楽市楽座で栄える

中心市街地の衰退

・高度成長期の車社会化・大型店進
出が影響

・ひと４人・犬１匹しか通らないまちに
 

 

博物館都市構想
テーマ

「伝統を生かして美しく住む」

市民＆行政で

まちづくりに取り組む

→長浜市の長期的な

都市政策の指針

黒壁立ち上げの機運に‥

きっかけは‥

市民の寄付による
長浜城の再興

市民の熱

長浜市

S57年「博物館都市構想」へ

 



 

                                                  
96 

関西元気な地域づくり発表会 【都市再生】③           黒壁“長浜”～多様な主体がまちを変える～  

 

 

第３セクター「㈱黒壁」

• 資本金1億3000万円
市 4000万円
民間 9000万円

• 旧銀行を活用しガラス
文化発信の拠点に

• 現在、年間200万人を
集める観光スポットに

 
 

黒壁のコンセプト

株式会社黒壁株式会社黒壁

• 大型店には真似の出来ない
こと

• お金の力で出来ないこと
• 地域の産業を圧迫しないもの

・ 歴史性

・ 文化芸術性

・ 国際性

地元企業８社の出資
民間主導の経営

地元の人材起用
女性の雇用創出
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効果と反響
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黒壁スクエア 来街者推移
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商店街空き店舗の変遷

 
 

商店街空き店舗の変遷
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黒壁との関係図（多様な主体）

文教
スタジオ
黒壁営業所

ロマネスク
民間株式会社
社長 大塚勝 新長浜計画

民間株式会社
社長 伊藤光男
代取 笹原司朗
支配人 馬場吉彦

琵琶倉庫

感響フリー
マーケット
ガーデン

富士濾水機

イベ ン ト
リーダー

ラジオ座

ＫＢＳ
サテライト

ＢＢＣ
長浜プラザ

滋賀県職員
研修開発事業

八女市

総合案内所
ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ販売

クラブＤＪ
代表 伊藤光男

淡海万葉学会
代表 北川賀寿男

出 島塾

共同
店舗

㈱漣酒店

㈱納安
民間株式会社

観物関係
２０店舗

㈱札の辻本舗

み～な編集局
み～な協会
任意団体

会長 大塚敬一郎
編集長 小西光代

バイリンガルジャパン
民間株式会社
社長 高橋政之

黒壁
第三セクター株式会社
社長 高橋政之
常務 伊藤光男

特定非営利活動法人
（ＮＰＯ法人）

まちづくり役場
理事長 山﨑弘子

リサイクル
工房

おかず
工房

野菜
工房

井戸端道場

プラチナプラザ
任意団体

会長 西川宏臣

黒壁ｸﾞﾙｰﾌﾟ協議会
任意団体

会長 西川英敏
副会長 辻喜八郎

伊藤光男

黒船江刺
民間株式会社

出資200万

保証金400万
出資500万

賃貸月10万
出店家賃4.5万

出資500万

派遣費

出向

運営管理

家賃 万

運営指導・支援

金銭収受委託

派遣費
出向

家賃24万

運営支援
家賃・人件費

42万

社員派遣

家賃195万

感響ﾌﾘﾏ企画・
立案

視察受入事業化
活動
支援

ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞ
家賃

委託

ｺﾝﾃﾝﾂ
提供

事務局委託

派遣

事務局委託
ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ販売委託

研修派遣
研修生出向

運営委託20万
会費16.5万
会員参加11店舗

家賃

写場許可

参加

宣伝年35万

経営負担

家賃年60万

運営支援
宣伝年75万

経営負担

事務委託

 
 

200万人以上の観光客
帰ってきた後継者たち
商店街もヤル気満々
新たな地場産業の創出
住みよいまち日本一
でも、続かないと。

200万人以上の観光客
帰ってきた後継者たち
商店街もヤル気満々
新たな地場産業の創出
住みよいまち日本一
でも、続かないと。

■長浜の現在→これからの課題

 
 


